
 

 令和７年度採用 岐阜県公立学校教員採用選考試験 

第２次選考試験 模擬授業の実施について【中学校英語】 
 

１ 第 2 次選考試験の内容について 

【試験１】言語材料の導入場面の模擬授業（受験者が１人ずつ入室して模擬授業を行う。） 

 

 

 

 

 

【試験２】英語教育等に関する英語の質問に対する即答（受験者３人ずつが入室して試験を行う。） 
 
２ 実施方法について 

＜試験の流れ＞ 

  

 

  

【試験１】について 

 準備会場 模擬授業会場 

行うこと ・模擬授業で提示する課題を八つ切り

画用紙に書く。課題は一単位時間の課

題でも、単元の課題でもよい。 

・必要に応じて、イラストやグラフ等を

簡単に描く。（画用紙３枚まで） 

・入室後、黒板に課題を掲示する。 

・その後、実際の授業場面を想定して模

擬授業を行う。 

時間 ・８分間 ・８分間 

持ち込めるもの ・２次試験前に作成した※メモ 
・課題を書いた画用紙 

・イラストやグラフ等を描いた画用紙 

会場にあるもの 

（使用してよい

もの） 

・八つ切り画用紙４枚（１枚は課題用） 

・水性マジック（黒、青、赤） 

・鉛筆、消しゴム 

・黒板 

・棒磁石 

・チョーク（白、赤、黄）、黒板消し 

・水性マジック（黒、青、赤） 

その他 

【※メモについて】 

・Ａ４サイズ１枚（両面使用可）とする。 

・指導案、口述原稿など、模擬授業に必

要な内容を自由に書いてもよい。 

・メモは評価の対象としない。提出は不

要とする。 

・模擬授業会場へは持ち込めない。 

・試験委員を生徒と想定して、問いかけ

たり価値付けたりしてもよい。 

ただし、試験委員とのやり取りは一切

できない。 

・電子機器（タブレットやスマートフォン等）の使用は不可とする。 
 

【試験２】について 

 ・ネイティブスピーカーが英語で質問と指示をする。その指示に従って英語で回答する。 

 ・試験時間は８分間とする。 

■試験内容■ 

 中学校２年生を対象とした授業を想定する。形容詞や副詞の比較級、最上級を初めて導入する

場面を想定して、模擬授業を行う。「文法はコミュニケーションを支えるものであること」を踏ま

えた言語活動を工夫すること。 

待機場所 準備会場
模擬授業会場

【試験１】

英語面接会場

【試験２】
終了


